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朝日生命保険相互会社（社長：木村 博紀、以下、当社）の「朝日生命の介護・認知症保険」

（別紙参照）が、「ソーシャルプロダクツアワード2022」において、『ソーシャルプロダ

クツ賞』を受賞しました。 

今般の受賞は、「人生100年時代」を見据えた社会を保険でサポートすることや、保険に

とどまらず、認知症等の予防にも貢献している点が、持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ）

につながる優れた「ソーシャルプロダクツ」として高く評価されたことによるものです。

（ソーシャルプロダクツアワード2022審査員評価コメントより） 

今後も先進的な商品・サービスの開発や提供を通じ、企業ビジョンである「一人ひとりの

“生きる”を支える」の実現を目指してまいります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

「朝日生命の介護・認知症保険」が「ソーシャルプロダクツアワード 2022」にて 

『ソーシャルプロダクツ賞』を受賞 

「ソーシャルプロダクツアワード 2022」 

持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ）につながる優れた「ソーシャルプロダクツ※」に光をあてた、

社会性と商品性の両面を評価する表彰制度です。 

人や地球にやさしい以下のようなソーシャルプロダクツを表彰しています。 

  ◇エコ（環境配慮) 

  ◇オーガニック 

  ◇フェアトレード 

  ◇寄付（売上の一部を通じた寄付) 

  ◇地域の活力向上 

  ◇伝統の継承・保存 

  ◇障害者支援 

  ◇復興支援 

※ソーシャルプロダクツとは、「人や地球にやさしい商品・サービス」の総称で、生活者がより

よい社会づくりへの参加（社会貢献）が可能なものを指し、持続可能な社会の実現に貢献する

ものをいいます。 

 

詳細は、一般社団法人ソーシャルプロダクツ普及推進協会公式ホームページを参照ください。

（https://www.apsp.or.jp/） 

 

https://www.apsp.or.jp/


 

＜別紙＞『ソーシャルプロダクツ賞』 受賞商品（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                          の介護・認知症保険 

＜要支援 2～＞ ＜要介護 1～5＞ 

＜軽度認知障害（MCI）＞ 

介護でも安心して生活 
できる環境をサポート 

認知症の早期発見・早期予防
に取り組むためのサービス 

軽度な段階から 
重症化予防のために備える 

認知症の前段階であるＭＣＩ 
からの回復をサポート 

健康に不安のある方でも加入しやすい 
引受基準緩和型の介護年金 

介護のなかでも負担の大きい認知症を 
年金と一時金で備える 

軽度から重度な介護状態について 
年金と一時金で備える 

非対面で申込手続きが可能な 
インターネット専用保険 

※各保険商品・サービスの詳細については、当社ホームページ、あんしん介護スペシャルサイトをご確認ください。 

 

Ａ Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ Ｆ 

＜「朝日生命の介護・認知症保険」なら！＞ 

①シンプル！ お支払いは公的介護保険制度に完全連動！ 

②わかりやすい！ 「要介護 1」以上に認定で、その後の保険料はいただきません！ 

③手厚い！ 要介護はもちろんのこと、認知症は軽度認知障害（MCI）も含めて保障！ 

④やさしい！ 健康に不安を抱えている方でも加入しやすい！ 

⑤便利！ 対面はもちろんのこと、インターネットでも加入可能！ 

介護・認知症保険加入者へのサポートプログラムを多数提供！ 

＜介護・認知症保険付帯サービス＞ 

介護・健康相談 

サービス 

介護や健康に関するさまざまな不安に、経験豊富な専門相談員（保健師・看

護師・栄養管理士等）が 24時間 365日無料で対応。 

認知症予防 
ホッとサービス 

認知機能チェックや脳トレアプリ等を提供し、認知症の早期発見・早期予防

を促す。認知症発症のリスクを調べる検査等も案内。 

※「①：A～C」「②：BEF」「③：D～F（軽度認知障害はDのみ）」「④：C」が対象、「⑤：インターネット加入は Fのみ」。 

https://www.asahi-life.co.jp/
https://anshinkaigo.asahi-life.co.jp/

